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令和４年度 



 

令和４年度 公益財団法人大野城まどかぴあ事業計画 

 

Ⅰ 基本方針       
令和２年度からの２年間は、新型コロナウイルス感染症のパンデミックの中で、私たちの日常

も大きな変化を余儀なくされました。これからは、この新しい日常を踏まえて私たちの活動も変

革が求められています。 

喫緊の課題は、コロナ禍のなかでその未整備が露呈したデジタル化への対応です。また、まど

かぴあ各部門とも従来型の事業運営の方法を見直し、ポストコロナ社会において安心して利用で

きるサービスを提供していくことが必要です。 

さらには、平成 26年度から計画期間 10年間とした、大野城まどかぴあ総合計画（未来創造プ

ラン）も全体評価と見直しを行う時期にきており、令和５年度には次期計画を策定する予定とし

ています。 

これらの課題を踏まえて、大野城まどかぴあの目指す姿である「地域に貢献し、地域の人々と

ともに歩む財団」の目的を達成していくために、自ら事業の取捨選択を行い、最小の費用で最大

の効果を目指して、財団の安定経営や適正な事業運営に努めていきます。 

 

Ⅱ 事業内容 

１ 文化・芸術の振興のための事業（定款第４条第１項第１号関係） 

地域住民の文化の振興を目的に、優れた文化芸術に気軽に触れられる機会の提供を行うと

ともに、教育機関や各種団体等に積極的に働きかけ、地域を巻き込んだ事業の充実を図りま

す。社会情勢に常にアンテナを張り、利用者の「安全安心」に配慮したうえで、様々なニー

ズに応えるべく体感的な感動を与えることができるような事業に取り組んでいきます。 

また、多彩なジャンルの講座を開講し、いつでも、どこでも、誰でも学べる生涯学習にと

りくむ機会の提供を行います。 

（1） 優れた文化芸術を鑑賞できる機会の提供を行います。≪鑑賞提供型事業≫ 

（2） 多様な人々が自主的に芸術活動に参加し、体験する機会や創造し発表する場の提供を 

行います。≪参加型事業≫ 

（3） 文化芸術を広く普及することを目的とした事業を行い、多世代への文化芸術の醸成を図 

   ります。また、より良い事業を展開することで友の会会員の増員をめざします。 

≪教育普及型事業≫ 

（4）新規講座の開拓を行いつつ継続講座の見直しや受講しやすい環境作りを進め、ニーズに

応じた生涯学習の機会の提供と、自立的な生涯学習活動の支援を行います。また複数の

広報媒体を活用し、効果的な情報発信の推進に努めます。≪生涯学習推進事業≫ 

 

 

 

 



 

事業種別 事業内容 事業数（件） 経費（円） 

鑑賞提供型事業 

音楽部門 

舞台芸術部門 

映画部門 

３ 

１ 

１ 

14,832,000 

参加型事業 

音楽部門 

舞台芸術部門 

美術部門 

その他 

１ 

３ 

１ 

２ 

7,764,000 

教育普及型事業 
音楽部門 

その他 

２ 

７ 
8,832,000 

生涯学習推進事業 

定期講座 1年間 

定期講座 6ヵ月間 

講座発表会 

短期講座 

42 

64 

２ 

60 

26,080,000 

合   計 57,508,000 

    ※人件費及び光熱水料費を除く。 

友の会 会員数 

種  別 令和 3年度（人）※11月末 令和 4年度（人） 

グランド会員 203 350 

WEB 会員  367（内グランド会員 45） 500 

合  計 570 850 

※グランド会員（1,500 円・年度ごと）、WEB 会員（無料・期限なし） 

 

２ 読書推進及び啓発のための事業（定款第４条第１項第２号関係） 

地域住民が日常の疑問を解決し、豊かな生活を育むことにつながるよう、資料の収集と提

供に積極的に努めます。社会情勢を鑑み、利用者の声に耳を傾けて情報収集をし、サービス

の向上を図ります。また、他課や他施設で行っている事業にも目を配り、図書館が情報発信

基地となるよう関係資料の収集や展示などを行います。 

（1）遠隔地にお住いの方が利用しやすいようサービスの検討を図っていきます。また来館者が

短い滞在時間でも本を選ぶことができるよう、特集コーナーの内容を工夫し、さまざまな

分野の本にスポットが当たるよう努めます。≪図書館サービス≫  

（2）小中学校の授業内容に即した資料の充実を図り、子どもたちや教師にとって利用しやすい

蔵書になるよう努めます。また課題解決となる資料や、新型コロナウイルス感染症の長期

化に伴い、心とからだに役立つ資料の収集にも努めます。≪図書館資料の整備≫ 

 （3）地域や学校でのおはなしボランティアの活動についての研修が求められていることから、

現状に合った内容の講座を企画実施し、ボランティア活動の充実と子どもたちの豊かな読



 

書活動につなげます。≪読書推進≫ 

(4）Ｗｅｂ予約の利用者が増えたことから、ホームページに掲載する情報をより充実し、便利

に利用してもらえるよう努めます。また、ホームページを利用されない方に向けても図書

館が行っているサービスを情報誌に定期的に掲載していきます。≪情報発信≫   

 

事 業 名 事 業 内 容 事業数（件） 経費（円） 

図書館サービス 
資料・情報の提供         

移動図書館運行 

      １         

      １ 
11,770,000 

図書館資料の整備 

 

図書館資料の収集・管理 

 

１ 20,000,000 

読書推進 

読書推進 

子どもの読書推進 

ボランティア支援 

      １ 

５ 

４ 

929,000 

情報発信 情報誌発行・ホームページ １ 1,854,000 

合   計 34,553,000 

※人件費及び光熱水料費を除く。 

 

３ 男女共同参画社会の形成の促進を図るための事業（定款第４条第１項第３号関係） 

第４次大野城市男女共同参画基本計画で市が定める総合目標「実感のある男女共同参画都

市をめざして」に基づき啓発事業等を実施します。男女平等推進センター「アスカーラ」を

男女共同参画推進の活動拠点とし、様々な情報発信や講座の実施などを通じて、あらゆる世

代に男女共同参画意識の醸成を図ります。 

（1）多様な市民を対象とした問題解決型の講演会・学習会・情報提供等を実施します。特に、令

和３年に育児・介護休業法が改正されたことを受け、事業所向けの講座を実施します。男性

が育児に積極的に関わり家庭と仕事が両立できる環境を整えることは、企業側にもメリット

があることを広く周知しながら、SDGs の５番目の目標“ジェンダー平等を実現しよう”に

つなげていきます。≪啓発事業≫ 

（2）日常生活の中で直面する様々な問題について、女性の弁護士・臨床心理士の専門相談員が問

題解決に向けアドバイスを行います。コロナ禍で人とのつながりが希薄となり孤立しやすい

環境にある人がアスカーラの相談窓口につながるよう新たな周知方法を検討します。≪相談

事業≫ 

（3）生き生きと輝く女性応援事業では、地域での仲間づくりを進めながら、将来、地域で活躍す

る女性人材を育成しています。そのため育児休暇をはじめ、子育て中の女性でも無理なく



 

参加できる日程でグループワークを取り入れながら実施します。≪支援事業≫ 

 

事 業 名 事 業 内 容 事業数（件） 経費（円） 

啓発事業 

一般市民への啓発 

特定の対象者別の啓発 

情報提供 

５ 

４ 

３ 

6,262,000 

相談事業 

総合相談 

法律相談 

臨床心理士による相談 

おしごと相談 

１ 

１ 

１ 

１ 

5,304,000 

支援事業 

再就職支援 

女性のエンパワーメント支援 

子育て支援 

市民活動支援 

２ 

３ 

２ 

４ 

2,151,000 

合   計 13,717,000 

※人件費及び光熱水料費を除く。 

 

４ 施設の管理運営事業（定款第４条第１項第４号関係） 

    利用者にとって安全安心で快適な施設となるよう、以下の基本的な考え方に沿って効率よ

く維持管理を行うことを目指します。 

（1）委託事業者も含めた危機管理体制の整備と消防・防災訓練を実施することで対応力の強

化と安全性を確保します。 

（2）法令等に基づき施設を維持管理し、利用者へのサービス水準を保ちながら全館で省エネ

に取り組みます。 

（3）委託事業者と連携し、不具合箇所や危険個所等の早期発見に努め、必要に応じて市との

連携を図りながら迅速な対応に努めます。 

（4）大野城まどかぴあ中長期改修計画に基づく改修工事による利用者への影響を最小限にと

どめるため、積極的な情報提供に努めます。 

（5）シビックゾーン内の心のふるさと館、総合福祉センターと連携して、賑わいの創出を図

ります。 

（6）ホームページの駐車場混雑情報により、駐車場の混雑緩和を図ります。 

（7）ホームページや情報誌「アテナ」への貸館情報掲載や、情報の一元化を目的として整備

した「情報の森」を活用することにより、利用者への更なる情報提供に努めます。 

 



 

内 容 利 用 料（円） 収入計画 

利用料収入 24,201,000 利用料収入については令和

元年度決算額を、貸出備品

等収入については令和元年

度決算額の 60％を計上。 貸出備品等収入 6,200,000 

合  計 30,401,000  

 

５ その他この法人の目的を達成するために必要な事業（定款第４条第１項第５号関係） 

（1）情報発信事業 

大野城まどかぴあの情報源となるＨＰや情報誌「アテナ」に加えて、ＳＮＳ等のコミュ

ニケーションツールを活用し、さらには、効果的な情報・広告媒体の活用を検討すること

で情報発信の強化を図ります。 

事 業 名 経 費（円） 備 考 

情報誌「アテナ」 8,847,000 約 49,400 部/月発行 

ホームページ 866,000 随時更新 

合  計 9,713,000  

※情報誌「アテナ」の経費は、各事業に配賦。 

 

Ⅲ 組織体制 

 

 ■職員構成内訳 

名誉館長 館 長 

財団職員 

計 

契約職員 

１人 １人 45 人 47 人 

 ※人件費総額：183,187 千円（名誉館長は無報酬 福利厚生費は除く） 

 

 



 

■課別内訳 

 

 

 
事務 

局長 

文化芸術振興課 

図書館 
男女平等推進 

センター 
管理課 計 

 

文化芸術振興 

担当 

生涯学習セン

ター担当 

 

１人 

課長１人 
課（館）長 

１人 

課（所）長   

１人 
課長１人 

45 人  ６人 ５人 17 人 ５人 ７人 

 
うち 

担当係長１人 

  主任１人 

うち 

担当係長１人 

  主任１人 

うち 

担当係長１人 

  主任２人 

うち 

担当係長１人 

うち 

担当係長１人 

  主任２人 

 

 



令和4年度各事業別年間計画表

月 事   業   名 事業種別 会  場 概         要

障がい者向け事業「劇場って楽し
い!!2022（映画）」

参加型
その他

大ホール
知的・発達障がい児（者）を対象にした映画
上映

まどかぴあミュージックフェア
（共催事業）

参加型
音楽部門

多目的ホール
R3年度芸術助成事業次点企画を共催事業とし
て実施

九州交響楽団コンサート
鑑賞提供型
音楽部門

大ホール 九州交響楽団によるオーケストラコンサート

月夜のファウスト
鑑賞提供型
舞台芸術部門

小ホール 串田和美の作・演出・出演による独り芝居

6・7
第13回大野城まどかぴあ版画ビエ
ンナーレ

参加型
美術部門

多目的ホール
小ホール

第13回大野城まどかぴあ版画ビエンナーレ
および関連イベント

8
子ども向けワークショップ（演
劇）

参加型
舞台芸術部門

多目的ホール 演劇ワークショップ

8・9
大野城市民劇団迷子座定期公演
（支援三団体）

教育普及型
その他

小ホール 財団が支援する市民劇団による演劇公演

8～12
つながる“まどか”能舞台
「お謡い」ワークショップ

参加型
舞台芸術部門

市内４コミュ
ニティセン

ター

謡曲「高砂」連吟及び能「羽衣」公演参加の
ためのワークショップ

9～12 メディア芸術事業
教育普及型

その他
多目的ホール
小ホール、他

メディア芸術（映画、漫画、アニメーション及び電子機器
等を利用した芸術）に関する講演会・映画上映・展示・
ワークショップの実施

12 明和電機ライブコンサート
鑑賞提供型
音楽部門

大ホール 明和電機によるコンサート

1
つながる“まどか”能舞台
能「羽衣」公演

参加型
舞台芸術部門

大ホール
能「羽衣」公演と「お謡い」ワークショップ
の参加者による、謡曲「高砂」連吟

2
おおの大文字大鼓定期公演
（支援三団体）

教育普及型
その他

大ホール 財団が支援する和太鼓団体の演奏会

3
大野城市民吹奏楽団定期演奏会
（支援三団体）

教育普及型
その他

大ホール
財団が支援する市民吹奏楽団によるコンサー
ト

映画マナームービー公募事業
参加型
その他

―
映画鑑賞時（まどかぴあシネマランド）のマ
ナー啓発動画の制作募集

航空自衛隊春日基地ファミリーコ
ンサート

教育普及型
音楽部門

大ホール
西部航空音楽隊によるファミリー向けコン
サート

音のわコンサート
鑑賞提供型
音楽部門

大ホール
人と音楽の「話・輪・和」を広げ、多様な
ジャンルの音楽の魅力を届けるコンサート

友の会（会員優待）事業
教育普及型

その他
大ホール 友の会会員向け優待事業

まどかぴあシネマランド
鑑賞提供型
映画部門

大ホール
小ホール

映画上映（4回実施）

ティータイムコンサート
教育普及型
音楽部門

多目的ホール
プロもしくはセミプロによる多様なコンサー
ト（無料・年4回）

アウトリーチ事業
教育普及型

その他
館外

市内の小学校へのアーティストの派遣および
市内の施設に出向いて演奏会を届ける事業

友の会事業
教育普及型

その他
- 友の会運営事業

定期講座（1年間講座・6ヵ月間講
座・講座発表会）

生涯学習推進 会議室他
1年間講座「茶道（大日本茶道学会）」等42講
座、6ヵ月間講座「茶道（裏千家）」等64講
座、講座発表会（9月・3月）の実施

短期講座 生涯学習推進 会議室他
「ワード・エクセル初級」「お休み前のスト
レッチ」「ハープレッスン」等60講座の実施

別　　表

（1）文化・芸術の振興のための事業（定款第４条第１項第１号関係）

4

5

未
定

通
年

通
年



（2）読書推進及び啓発のための事業（定款第４条第１項第２号関係）

月 事   業   名 事業種別 会  場 概         要

第16回子ども読書の日記念事業 読書推進 会議室
4月23日の子ども読書の日にちなんだ子ども向
け事業で、ボランティアと協働で実施

第27回まどかぴあ読書感想画コン
クール（１月まで）

読書推進 小ホール他
子どもたちが読書の感動や想像した世界を画
で表現した作品を審査するコンクール

5
布の絵本製作ボランティア講座
（全5回）

読書推進 会議室
布の絵本製作の会「ちくちく」のボランティ
ア募集を兼ねた実技講座

5
読み聞かせスキルアップ講座
（全2回）

読書推進 会議室
読み聞かせボランティアの技術向上のための
講座

6
読み聞かせボランティア入門講座
（全3回）

読書推進 会議室 読み聞かせボランティアの入門講座

7 紙のどうぶつえん 読書推進
多目的ホール

他
夏休み中の子どもたち向けダンボール工作事
業

8 第42回親子読書会 読書推進 会議室
地域貸出文庫連絡協議会との共催で実施する
親子で参加する事業

1 図書館へゆこう！！2023年 読書推進 小ホール他
図書館へ足を運びたくなるような行事を半月
にわたって実施

としょかんのおはなし会＊りとる
（０歳・１～２歳・幼児・小学生）

読書推進
おはなしの
部屋他

子どもの年齢に合せた読み聞かせを実施

布の絵本・エプロンシアターの製作 読書推進 会議室他 ボランティアによる布の絵本等の製作

情報発信事業 情報発信 図書館
情報提供の一環として情報誌「Parala」「こ
ぱらら」「わいわいぱらら」発行、ホーム
ページ運営

図書館資料の整備
図書館資料
の整備

図書館 図書館資料の収集、整理、除籍等資料管理

図書館サービス事業
図書館
サービス

図書館
図書館資料の閲覧・貸出・返却・督促・リク
エスト・レファレンスサービス等を実施

移動図書館運行事業
図書館
サービス

大野城市内 市内27ステーションを隔週運行

（3）男女共同参画社会の形成の促進を図るための事業（定款第４条第１項第３号関係）

月 事   業   名 事業種別 会  場 概         要

5 再就職応援事業（前期） 支 援 会議室
再就職チャレンジ講座　(再就職時に有利とな
るWordのパソコン講座)

6 女性のための起業支援セミナー 支 援 会議室
経済的自立や新しい働き方を模索する女性へ
の起業や事業経営に関する知識や情報提供等
を行う講座

生き生きと輝く女性応援事業 支 援 会議室
子育て中でも自分らしく生き生きと輝きなが
ら仲間と一緒に地域活動をするための講座

企業のための男女共同参画事業 啓 発 会議室 市内の事業所を対象とした啓発講座

アスカーラわくわくひろば 啓 発
会議室、情報
交流ひろば他

センターを身近に感じてもらえるようなイベ
ント、ワークショップ等を実施

7
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通
　
　
　
年



アスカーラ子育て応援講座 啓 発 会議室
子育て中のパパ（ママも含む）を応援するた
めの講座

大野城市男女共生講座
（全４回・11月まで）

啓 発
多目的ホール

他
実行委員会形式によるあらゆる分野での男女
共同参画についての講座

再就職応援講座（9月まで） 支 援 会議室
スキルアップ講座（パソコンスキル向上のた
めの講座）　※大野城市商工会主催

9
市民グループ活動支援事業
（2月まで）

支 援 ｱｸﾃｨﾌﾞﾙｰﾑ他
市民グループが企画・実施する講座・ワーク
ショップ等の支援

アスカーラおでかけ教室 啓 発 大野城市内
業務委託型：関係団体による市内施設での防
災関連講座

再就職応援事業（後期） 支 援 会議室
再就職チャレンジ講座　(再就職時に有利とな
るパワーポイント講座)

11 DV防止キャンペーン事業 啓 発 会議室他
DV防止のための街頭キャンペーンや啓発講座
等

12 男性のための男女共同参画事業 啓 発 会議室 生涯現役、セカンドライフのための講座等

「男女共同参画」小中学生図画ポ
スター・標語コンクール

啓 発 ギャラリーモール他
市内小中学生を対象に男女共同参画をテーマ
とした図画ポスターと標語のコンクール

アスカーラ共生フォーラム 啓 発 大ホール他
実行委員会形式による男女共同参画を多世代
へ楽しくわかりやすく伝えるイベント

未
定

アスカーラおでかけ教室
（2回まで）

啓 発 大野城市内
地域依頼型：必要に応じて、市内施設での講
座・研修会

情報収集提供事業 啓 発 図書コーナー
男女共同参画に関する書籍、行政資料、新聞
等の整備及び情報の提供

男女平等推進センター情報誌の
発行

啓 発 ギャラリーモール他
情報サポーターが作成する情報誌「すてっ
ぷ」や壁新聞「ほっぷ」等の発行

情報交流ひろば・アスカーラギャ
ラリー事業

啓 発
情報交流ひろば
ｱｽｶｰﾗｷﾞｬﾗﾘｰ

情報の発信及び市民の交流やボランティア活
動の広報等

総合相談 相 談 相談室
総合相談員によるあらゆる相談への対応や関
係機関の紹介

法律相談 相 談 相談室
女性弁護士による離婚、養育権、相続等の法
律相談

臨床心理士による相談 相 談 相談室
臨床心理士による生き方、夫婦・親子関係、
配偶者からのDV等の心の相談

おしごと相談 相 談 相談室
福岡県福岡労働者支援事務所の相談員による
労働問題や福岡県女性就職支援センターによ
る再就職に関する相談

託児事業 支 援 託児ルーム
子育て中の方も気軽にまどかぴあ主催講座・
イベントに参加できるように託児を実施

キッズルーム事業 支 援 キッズルーム キッズルームの開設やミニイベント等の開催

啓発・事業サポーター支援事業 支 援 ｱｸﾃｨﾌﾞﾙｰﾑ他
男女平等推進センターに所属する啓発・事業
サポーターの活動支援

情報サポーター支援事業 支 援 ｱｸﾃｨﾌﾞﾙｰﾑ他
男女平等推進センターに所属する情報サポー
ターの活動支援

託児サポーター支援事業 支 援 306会議室他
男女平等推進センターに所属する託児サポー
ターの活動支援

登録団体支援事業 支 援 ｱｸﾃｨﾌﾞﾙｰﾑ他 男女平等推進センター登録団体の活動支援
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月 事   業   名 事業種別 会  場 概         要

7 バックステージツアー その他
まどかぴあ

心のふるさと
館

夏休みの小学生と保護者を対象に、日頃見ら
れないまどかぴあと心のふるさと館の裏側を
見学する事業

12
大野城ウィンターイルミネーショ
ン

その他 南側広場他
イルミネーション装飾とその他関連イベント
を行うシビックゾーン内連携事業

まどかぴあ市民大学
「おとなの楽校」（年４回）

その他 多目的ホール 多様なジャンルの講師による講演会

情報の森 その他
まどかショッ
プPLUS跡他

館内情報の集約、近隣施設の情報提供等、情
報の一元化を目的として実施する情報発信事
業

通
年

（4）施設の管理運営事業（定款第４条第１項第４号関係）


